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1 橘木俊詔（2010）『日本の教育格差』岩波書店. 
2 「大福帳」（向後 2006）を参考にし、学生が授業後に授業の感想やその日の気づきを書くこととした。
教師は必ず返事を書き、必要に応じて次の授業全体で共有することとした。学生はコメントを考えながら
授業に参加するため、結果的に「講義内容をよく聞く効果がある」（鈴木 2016,p.94）とされている。本
授業では議論やピア・レスポンス活動のふりかえりにも用い、提出点を成績に加えた。 
